	　　　　　　　第６回院内研修報告書　　　　　　　報告者：音喜多　恵

	講義内容：「医療廃棄物の分別について」　

｢感染の動向～2006年東北感染制御ネットワーク定期講習会～｣　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：佐藤　志穂・山田　司　　

	日　　時：平成１９年１月２５日（木）１７：３０～１８：３０

	場　　所：メモリアルホール

	内　　容

・医療廃棄物の分別について

・エキスパートレクチャー「サーベイランスの実際」

・「院内感染におけるリスクマネジメント」～医療訴訟の視点から～

アンケート結果：職員人数　１４６名
当日参加者　６１名　（参加率４２％）
　　　　　　　　　アンケート提出者　６１名（回収率１００％）
　　　　　　　　　
1． 今回の研修内容について

・分かりやすかった…５０名

・楽しかった…１名

・難しかった…１４名

・つまらなかった…０名

· 無回答…０名

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

・　医療廃棄物の処理法が再確認出来た。

· サーベイランスの必要性

· 医療廃棄物の区分がはっきり分かった。今まで曖昧だったのではっきり覚えられた。

· 医療事故防止の考え方

· 医療廃棄物の分別方法の再確認。また、処理費用の確認が出来、コスト意識を持つことが出来た。

· サーベイランスの実際

· 感染対策については、予防の他、早期発見、治療が訴訟を未然に防ぐことにつながるのでは？日頃からの観察が必要。

· 医療事故について
· 感染性廃棄物を捨てる時、１箱7000円かかるということ。



	· 朝のモーニングミーティングで佐藤Ａ.O.Ｍが言っているのはサーベイランスの　たまものだったんだと知った。

· 容器に入れる衣料廃棄物は７割でいいという事。今までは目一杯入れていたので　　　今後気を付けていこうと思う。

· 今までサーベイランスという言葉を目にしたことはあったが、今回の研修で内容がよく分かった。

3． 研修中に質問したこと

　　　なし

4． 質問したいと感じたこと

· 一般家庭においての分別法でも何か規制があるのか？

· 医療廃棄物の箱（7000円）ごと毎回捨てるのか？

· サーベイランスの具体的な活動

· 当法人では感染性廃棄物について1日あたりどの位出るのか？

· 医療訴訟においての感染では主として何がどう問題になるのか？

5． 今後のテーマの希望

· 院内感染を防ぐ為には

6． 感想

· 分別法など、なかなか手間のかかることだが、安全性など考えた上ではとても大　切なことなのでしっかり守りたいと思う。

· 内容が難しかった。

· 今回の研修は自分にとって曖昧に覚えていた事だったので非常に役に立った。

· サーベイランスが医療の質を保つのに必要な事だと思った。医療廃棄物は捨て方を間違うと事故だけでなく、経済的にも損害があるということも改めて理解した。

· 通所には医療廃棄物の箱がないのですが、事故等起こった時の為にあるとありがたいです。設置の検討をお願いします。

· 現在、南病棟で嘔吐、下痢症状の患者様が増えています。感染対策を講じてはいるが治りません。感染委員として対策などの話があっても良かったのでは？と思いました。

· 医療関連の事についてはほとんど皆無の知識でしたが、今回のように一項目ずつを簡単に説明してもらう事によって少しずつでも学んでいけると思う。



	· 感染に関してあまり知識がなく、不安に感じる事がしばしばある。感染に関する知識もきちんと持ってなければならないと思った。

· 廃棄する物によって処理に気を付けなければならないのは大変な事だと思った。

· 感染予防には基本を守り、マニュアル施行、実施が大切だと思った。

· 医療廃棄物についての再確認をする事が出来た。

· 医療廃棄物の箱の値段の高さに驚いた。

· サーベイランスについては、最終的には医療の質の向上につながり、患者様本位の医療につながる事を再認識した。

· 医療廃棄物の容量の価格を資料に載せて頂いたのは良かったと思う。日頃、箱や袋にもコストがかかっている事を意識していかなければならないと思う。

· 最近ノロウィルスなどが流行していたので、感染予防等を十分に行って仕事をしていきたい。

· 院内感染予防はスタッフ１人１人の心掛けが大事だと改めて感じた。

· サーベイランスという言葉を初めて聞いた。

· マイクの音量が少し小さく感じた。

· 後半の講義で、医療を受ける上での当然のリスクも最近は医療過誤とされる風潮があるという事で医療に対するマスコミや、一般の方の目、考え方が厳しくなっていると言え、医療従事者にとっては厳しい現実だと思った。

· 医療事故に対するニュースやその影響による、医療界の現状が分かった。

· 医療廃棄物については、一般ゴミ混入やリキャップ等同じ指摘があり、どうすればなくなるのか再度検討していきたいと思う。

· サーベイランスについてもう少し詳しく知りたかった。少しテンポが速かったので、大事なところはゆっくり説明して欲しいと思いました。

7． 反省点

· 発表者の壇がグラグラしていた。

· 会場が少し寒かった。暖房はつけていたが、もっと早くにつけておく必要がある。

· マイクの音が少し小さかった為、聞き取りにくかった。

· 前の席につめて座るよう呼びかけたが、やはり後ろに座る人が多い。講師の方にも失礼にあたる為、もっと強く呼びかけをする必要がある。

· 南病棟で遅れてきたスタッフがいたが、業務の都合で遅れたとの事。時間に遅れた場合はアンケート用紙を渡さない事になっていたが、このような場合、Ｇ.Ｏ.Ｍに話して「残業届」のようなものを記入してもらった方がいいのでは？




